
ア
ボ
リ
ジ
ニ

都
会
の

　

太
古
か
ら
自
然
と
共
存
す
る
生
活
を

脈
々
と
営
ん
で
き
た
ア
ボ
リ
ジ
ニ
。「
ド
リ
ー

ム
タ
イ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
天
地
創
造
に
ま
つ

わ
る
神
話
や
伝
説
、
精
霊
信
仰
、
生
活
の

知
恵
や
技
術
、
社
会
の
掟
と
い
っ
た
先
人
の

知
識
は
、
踊
り
や
歌
、
絵
を
通
じ
て
語
り

継
が
れ
て
き
た
。

　

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
芸
術
的
セ
ン
ス
は
、
近
年

高
い
評
価
を
得
る
よ
う
に
な
り
、
国
際
的

に
も
注
目
を
浴
び
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。

２
０
０
０
年
に
開
催
さ
れ
た
シ
ド
ニ
ー
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
に
も
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ

を
中
心
に
据
え
た
一
幕
が
あ
り
、
彼
ら
が
非

常
に
高
い
精
神
文
化
を
継
承
し
、
ユ
ニ
ー
ク

な
世
界
観
を
発
達
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
世

界
中
に
知
ら
し
め
た
。

　

と
も
す
れ
ば
「
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
、

伝
統
的
な
生
活
様
式
を
守
り
な
が
ら
辺
境

で
暮
ら
す
狩
猟
採
集
民
族
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
の
強
い
ア
ボ
リ
ジ
ニ
も
、
現
在
は
４
人
に

３
人
が
都
市
ま
た
は
そ
の
周
辺
地
域
で
暮

ら
し
て
い
る
。
都
会
で
は
混
血
化
が
進
み
、

身
体
的
特
徴
な
ど
見
た
目
で
は
ア
ボ
リ
ジ

ニ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多

い
。
自
分
は
誰
な
の
か
？　

ど
こ
か
ら
来
た

の
か
？　

街
に
住
む
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
多
く

が
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
先
住
民
と
い
え
ば
、

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
、
時
間
を
ラ
イ
ン
で
は

な
く
、
サ
ー
ク
ル
で
と
ら
え
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
過
去
、
現
在
、
そ

し
て
未
来
も
夢
の
時
も
同
時
に
存
在
す
る
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
「
滅
び
ゆ

く
人
種
」
だ
と
思
っ
た
ら
、と
ん
で
も
な
い
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
だ
。

彼
ら
は
都
市
に
と
け
込
み
、
色
彩
豊
か
な
世
界
を
創
り
出
し
て
い
る
。
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「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
」
と
「
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
」

の
両
方
を
さ
す
。
大
陸
北
東
端
の
ケ
ー
プ
・

ヨ
ー
ク
半
島
沖
の
ト
レ
ス
海
峡
に
点
在
す
る

島
々
を
ル
ー
ツ
に
す
る
人
た
ち
は
、
本
土
の

ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
は
別
の
人
種
だ
。も
っ
と
も
、

ア
ボ
リ
ジ
ニ
だ
っ
て
異
な
る
言
語
や
文
化
を

受
け
継
ぐ
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
総
称
で
、
単

一
民
族
で
は
な
い
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
い
う
括

り
は
、
生
物
学
的
な
差
異
に
基
づ
い
た
便
宜

的
な
概
念
に
過
ぎ
な
い
。

　

先
住
民
人
口
は
現
在
増
加
の
一
途
に
あ

る
、
と
い
う
と
驚
く
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

２
０
０
１
年
の
国
勢
調
査
を
基
に
し
た
統
計

に
よ
る
と
、推
定
約
46
万
人
。
こ
れ
は
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
の
人
口
の
２
・
４
％
に
あ

た
る
。
20
世
紀
後
半
か
ら
は
、
加
速
度
的
な

伸
び
を
示
し
、
１
９
７
１
年
か
ら
の
30
年
間

で
４
倍
近
く
に
増
え
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は

都
市
部
に
お
い
て
顕
著
だ
。

　
「
先
住
民
か
ど
う
か
」
と
い
う
線
引
き
は
、

基
本
的
に
自
己
申
告
に
よ
る
。
差
別
や
偏
見

が
ひ
ど
か
っ
た
時
代
に
、
出
自
を
隠
す
人
が

多
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
自
然

増
加
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
人
口
急
増

の
理
由
は
、自
ら
を
先
住
民
と
認
識
す
る
人
、

先
住
民
の
血
を
引
く
こ
と
を
誇
り
に
思
う
よ

う
に
な
っ
た
人
が
増
え
た
か
ら
、
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
州

都
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
地
域
を
含
む
大
陸
南

東
部
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
自
分
た
ち
の
こ
と
を

「
ク
ー
リ
ー
」
と
呼
ぶ
。
伝
統
的
に
は
ク
ラ

ン
（
氏
族
）
や
語
族
の
名
前
が
所
属
グ
ル
ー

プ
を
示
す
の
だ
が
、
シ
ド
ニ
ー
で
は
、
固
有

の
言
語
を
話
せ
る
先
住
民
は
人
口
の
１
％
に

も
満
た
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
入
植
後
、
虐

殺
や
疫
病
の
蔓
延
な
ど
で
人
口
が
激
減
し
、

多
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
分
裂
や
崩
壊
の

憂
き
目
に
遭
っ
た
。
保
護
・
隔
離
政
策
や
同

化
・
統
合
政
策
と
い
っ
た
悲
劇
的
な
歴
史
の

中
で
、
ル
ー
ツ
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
は

少
な
く
な
い
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
子
ど
も
た
ち

を
親
元
か
ら
引
き
離
し
て
白
人
家
庭
で
養

育
し
た
１
９
２
０
年
代
〜
１
９
６
０
年
代
の

「
盗
ま
れ
た
世
代
」
の
存
在
は
、
昔
の
こ
と

と
い
う
に
は
あ
ま
り
に
も
生
々
し
く
悲
し
い

記
憶
で
あ
る
。

　

全
国
を
35
地
域
に
分
け
た
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

（
ア
ボ
リ
ジ
ニ・ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
委
員
会
）

エ
リ
ア
別
の
先
住
民
人
口
の
ト
ッ
プ
は
シ
ド

ニ
ー
地
域
で
、
３
万
８
０
０
０
人
を
超
え
て

い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者

は
「
シ
ド
ニ
ー
で
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を
見
か

け
な
い
」と
口
に
す
る
。
確
か
に
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
イ
ベ
ン
ト
で
も
な
け
れ
ば
、
ボ

デ
ィ
・
ペ
イ
ン
ト
を
施
し
た
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ

ク
な
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を
日
常
、
目
に
す
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
が
、
こ
こ
で
は
肌
が
白
い
金
髪

碧
眼
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
だ
っ
て
珍
し
く
は
な
い

の
だ
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
中
に
も
、「
高
層

ビ
ル
の
並
ぶ
都
会
に
は
、
本
物
の
ア
ボ
リ
ジ

ニ
は
い
な
い
」
と
い
う
人
が
い
る
。
そ
う
か

と
思
え
ば
、
白
人
の
シ
ス
テ
ム
に
適
応
で
き

ず
周
縁
で
生
き
る
し
か
な
い
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を

「
税
金
を
無
駄
遣
い
す
る
ア
ル
中
の
怠
け
者
」

と
色
眼
鏡
で
見
る
人
も
い
る
。

　

国
民
投
票
を
経
て
、
先
住
民
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
民
と
認
め
ら
れ
た
の
は
１
９
６
７

年
。
わ
ず
か
40
年
ほ
ど
前
の
出
来
事
だ
。
制

度
上
の
差
別
は
原
則
と
し
て
な
く
な
っ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
１
９
７
０
年

代
後
半
以
降
は
、
教
育
や
雇
用
を
中
心
に
、

先
住
民
対
象
の
優
遇
政
策
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

き
く
変
化
し
た
。
大
学
や
専
門
学
校
に
は
特

別
な
入
学
制
度
が
あ
り
、
先
住
民
で
あ
る
こ

と
を
入
学
条
件
と
す
る
芸
術
関
係
の
教
育

機
関
も
あ
る
。

　

皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
ア
ボ
リ
ジ
ニ

で
あ
る
が
ゆ
え
に
辛
酸
を
嘗
め
て
き
た
人
々

が
、「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
見
え
な
い
」「
ア
ボ
リ

レッドファーン駅前よりシドニー
中心部を望む。壁画には、アボ
リジニの人々（黒）、彼らの血と
大地（赤）、太陽（黄）を象徴す
る民族旗が描かれている
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狩猟用具として使用され
てきたブーメランも、今は
民芸品として人気

ジ
ニ
ら
し
く
な
い
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
も

な
っ
た
。
言
語
や
肌
の
色
、
容
貌
と
い
っ
た

客
観
的
な
ア
ボ
リ
ジ
ニ
要
素
の
喪
失
は
、
内

な
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ（
ア
ボ
リ
ジ
ニ
性
）

を
意
識
的
に
再
構
築
、
ま
た
は
新
た
に
獲
得

し
よ
う
と
い
う
動
き
に
つ
な
が
っ
た
。
文
化

的
な
特
性
を
示
す
こ
と
が
「
本
物
の
ア
ボ
リ

ジ
ニ
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
手
立
て
と

な
り
え
る
か
ら
だ
。

　

か
つ
て
文
化
人
類
学
者
が
研
究
対
象
に

し
た
の
は
辺
境
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
限
ら
れ
て

い
た
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
芸
術
が
注
目
さ
れ
始
め

た
と
き
も
、
対
象
地
域
は
限
定
的
だ
っ
た
。

ア
ー
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
政
策
に
お
い
て

は
、「
消
え
ゆ
く
文
化
」
と
い
う
印
象
を
付

加
す
る
こ
と
が
、
希
少
性
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
く
し
て
、

多
様
な
文
化
の
ご
く
一
部
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当

た
り
、
都
市
で
暮
ら
す
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
存
在

が
す
っ
ぽ
り
と
抜
け
落
ち
た
。

　

白
豪
主
義
の
終
焉
か
ら
わ
ず
か
30
年
余

り
の
間
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
２
０
０
カ

国
以
上
か
ら
の
移
民
が
暮
ら
す
世
界
で
も

有
数
の
多
文
化
国
家
と
な
っ
た
。
３
人
に
１

人
が
外
国
生
ま
れ
の
シ
ド
ニ
ー
で
は
、
文
化

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
絶
え
間
な
く
交
錯

し
て
い
る
。
移
り
変
わ
る
環
境
の
中
で
ア
ボ

リ
ジ
ニ
だ
け
が
時
間
の
止
ま
っ
た
存
在
の
よ

　シドニーのシティ中心部から南に30分ほど車を走らせると、タスマン
海に面したラ・ペルーズに着く。1788年にフィリップ総督率いる英国か
らの最初の入植者たちが到着した歴史的な場所だ。
　19世紀初めにフランス人の探検家によって描かれたアボリジニ「ティ
ンバー」の末裔とされるラディー・ティンバリーは、毎週末その一角に露
店をオープンし、彼自身や家族の作ったブーメランやディジュリドゥ（ユー
カリ製の伝統管楽器）などを並べる。「ティンバリー・ファミリーは、この
場所で180 年以上アート＆クラフトを売ってきた」というのが口癖。興
が乗ると、キャプテン・クック上陸にまつわる逸話など、代々ティンバリー
家に伝わる物語を商売そっちのけで披露してくれる。

ティンバリー家の
クラフトショップ

う
に
変
わ
ら
な
い
生
活
を
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。

　

都
会
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
は
、
伝
統
文
化
に
敬
意
を
払
う
と
同

時
に
、
異
文
化
と
の
遭
遇
に
よ
る
新
し
い
文

化
の
創
造
に
も
貪
欲
だ
。「
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ら

し
い
」「
ら
し
く
な
い
」
と
い
う
外
野
の
批

評
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
先
入
観
と
の
戦
い

を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

　

そ
の
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
の
先
鋒
と
な
っ
た
の

が
、
１
９
８
４
年
に
シ
ド
ニ
ー
の
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
ク
ー
リ
ー
・
ア
ー

ト
'84
」
と
題
す
る
25
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
の
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
。「
伝
統
」や「
部
族
」

に
と
ら
わ
れ
な
い
「
ア
ー
バ
ン
」
の
存
在
を

パ
ワ
フ
ル
に
印
象
づ
け
た
展
覧
会
は
、
そ
れ

ま
で
別
々
に
活
動
を
し
て
き
た
都
会
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
真
の
平
等
を
求
め
、
連
帯

感
を
持
っ
て
歩
み
始
め
た
と
い
う
点
で
も
大

き
な
意
味
を
持
つ
。

　

紆
余
曲
折
を
経
て
、
よ
う
や
く
ア
ボ
リ

ジ
ニ
の
血
を
引
く
都
会
暮
ら
し
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
作
品
も
、
国
内
外
の
美
術
館
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
多
数
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
ク
ー
リ
ー
・
ア
ー
ト
」
は
、

ア
ボ
リ
ジ
ニ
文
化
と
し
て
多
元
的
に
再
生

さ
れ
、
未
来
に
向
か
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

変
容
を
遂
げ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

ラディー・ティンバリーズ・アボリジナル・アーツ＆クラフツ
Laddie Timbery’s Aboriginal Arts and Crafts
The Loop, La Perouse 2036 NSW
土曜： 9:00 ～ 14:00ごろ、日曜：9:00 ～ 16:00ごろ

葛藤し続けるシドニーのアボリジナル・コミュ
ニティ「ザ・ブロック」の入り口にある壁画
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ブーマリが創った
新しい芸術空間

ブロンウィン・
バンクロフト

　
「
ク
ー
リ
ー
・
ア
ー
ト
'84
」
に
続
く
ア
ー

バ
ン・
ア
ー
ト
の
流
れ
を
決
定
づ
け
た
の
は
、

10
人
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
が
１
９
８
７
年
に
結
成
し
た「
ブ
ー
マ
リ・

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
コ
ー
ポ

レ
イ
テ
ィ
ブ
」だ
。「
ブ
ー
マ
リ
」は
、ニ
ュ
ー・

サ
ウ
ス・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
内
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
複
数
の
言
語
で「
感
動
さ

せ
る
」「
印
象
を
与
え
る
」「
記
録
を
残
す
」

と
い
っ
た
意
味
を
持
つ
。

　

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
ア
ー
バ
ン・
ア
ー
ト
に
対

す
る
偏
見
に
真
っ
向
か
ら
挑
む
都
会
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
プ
レ

イ
ス
と
し
て
発
足
し
た
ブ
ー
マ
リ
は
、
彼
ら

自
身
が
発
言
権
を
持
つ
シ
ド
ニ
ー
初
の
ア
ー

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
発
展
。
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

運
営
す
る
だ
け
で
な
く
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な

ど
地
域
社
会
へ
の
働
き
か
け
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
ア
ボ
リ
ジ

ニ
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
解
体
へ
の
牽
引
役
と
し

て
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

現
在
は
シ
ド
ニ
ー
を
拠
点
に
活
躍
す
る

55
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
メ
ン
バ
ー
。
そ
れ

ぞ
れ
の
や
り
方
で
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル・
ア
ー

ト
に
新
し
い
命
を
吹
き
込
み
続
け
て
い
る
ブ

ー
マ
リ
の
個
性
溢
れ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち

に
会
い
に
行
っ
た
。

 

画
家
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

絵
本
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
多
岐

に
渡
る
分
野
で
活
躍
す
る
ブ
ロ
ン
ウ
ィ
ン
・

バ
ン
ク
ロ
フ
ト
は
、
１
９
８
７
年
に
パ
リ
の

プ
ラ
ン
タ
ン・
デ
パ
ー
ト
で
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル・

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
モ
デ
ル
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン・
シ
ョ
ー
を
仲
間
と
共
に
成
功
さ
せ
る
な

ど
、
ア
ー
バ
ン
・
ア
ー
ト
・
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト

の
最
前
線
に
立
っ
て
き
た
。
芸
術
関
連
の
さ

ま
ざ
ま
な
要
職
を
歴
任
し
、
若
い
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
育
成
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
人
物
だ
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
＆
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
高

い
評
価
を
受
け
る
一
方
で
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を

取
り
巻
く
不
公
正
な
環
境
の
是
正
を
求
め

て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

美
術
教
師
に「
あ
な
た
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
る
に
は
、
肌
が
白
す
ぎ

る
」
と
い
わ
れ
て
か
ら
歩
い
て
き
た
彼
女
の

長
い
道
の
り
を
思
う
。「
好
き
な
だ
け
絵
を

描
い
て
い
ら
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
…
、
ま

だ
ま
だ
や
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
！
」
と
笑
う

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
自
分

の
作
品
の
制
作
活
動
だ
け
に
没
頭
で
き
る

日
は
、
も
う
少
し
先
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

ブ
ロ
ン
ウ
ィ
ン
が「
動
」
の
人
だ
と
す
れ

ば
、
独
学
の
画
家
ジ
ェ
ー
ム
ス・
サ
イ
モ
ン

は「
静
」
の
人
。「
ク
ー
リ
ー
・
ア
ー
ト
'84
」

クイーンズランド州境に近いテンターフィールド生ま
れのバンジャラン族。キャンベラ・スクール・オブ・アー
ツ卒業後、シドニーに移り、1985年に『Designer 
Aboriginal』を設立。ブーマリ創立メンバーのひとり。

ブーマリ・アボリジナル・アーティスト・コーポレイティブ
Boomalli Aboriginal Artists Co-operative
55-59 Flood St., Leichhardt NSW 2040
TEL : +61 02 9560 2541
火～土曜： 10:00 ～ 16:00

Bronwyn Bancroft

アボリジニの体験や万物とのつながりを内包した
作品は本人以上に雄弁。カンジンスキー、ミロなど
に影響を受けたという色彩の表現が印象に残る

昨年 12月、メンバー共同のエキ
ジビションのオープニングに集
まったブーマリ関係者
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ジェームス・
P・サイモン

アダム・ヒル

る
べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
。「
伝
統
は
壁
で
守
る

も
の
で
は
な
く
、
広
く
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
き
永
ら
え
る
」
と
い
う
の
が
信
念
で
、

そ
の
姿
勢
は
あ
く
ま
で
オ
ー
プ
ン
だ
。

　

同
じ
ダ
ン
ガ
ッ
テ
ィ
族
を
ル
ー
ツ
と
す
る

ア
ダ
ム・
ヒ
ル
は
、
鋭
い
批
評
性
を
込
め
た

政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
先
住
民
関
連
の

時
事
問
題
を
盛
り
込
ん
だ
作
品
で
、
新
し

い
視
点
か
ら
都
会
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
現
代
社

会
の
関
係
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
右
の
作

品
は
、
シ
ド
ニ
ー
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
旗
と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
旗
を
２

つ
掲
げ
て
裸
足
の
ウ
イ
ニ
ン
グ
・
ラ
ン
を
し

た
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
キ
ャ
シ
ー
・
フ
リ
ー
マ

ン
選
手
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。

　

多
様
な
社
会
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、

シ
ド
ニ
ー
で
活
躍
す
る
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル・
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
テ
ー
マ
や
題
材
、
手
法
は
さ

ま
ざ
ま
だ
。
自
由
奔
放
に
個
性
を
発
揮
す

る
作
品
を
目
の
当
た
り
す
る
と
、
彼
ら
も
ま

た「
今
こ
の
時
」
を
生
き
る
現
代
人
な
の
だ
、

と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
実
感
す
る
。
■

ニュー・サウス・ウェールズ州内陸部
ウェリントン生まれのウィラジュリ族。
シドニー地域のアボリジナル・コミュニ
ティとして象徴的なレッドファーン周辺
の壁画をはじめ、アウトドアを彩る作品
も多数。

ニュー・サウス・ウェールズ州北部ケンプ
シー生まれのダンガッティ族。幼少時にアー
ティストの母親から絵を描くことを学ぶ。爪
楊枝大の用具を使って細かい点描をびっし
り重ねた彼の絵は、どれも大地のパワーを
感じさせる。

ウエスタン・シドニー大学でグラフィッ
ク・デザインを専攻。伝統楽器イダキ
（ディジュリドゥ）のパフォーマンスや
指導を行うなど、舞台芸術の分野でも
注目を浴びる。父方の祖母はネヴィル
と同じダンガッティ族。

に
参
加
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ひ
と
り
で
、

先
住
民
の
人
権
運
動
の
中
心
地
と
し
て
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

属
し
、
ブ
ー
マ
リ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
十
数

年
活
躍
し
て
い
る
。
こ
う
聞
く
と
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
ス
ト
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
実

際
は「
勤
勉
な
職
人
」
と
い
う
形
容
が
ピ
ッ

タ
リ
。
駅
前
や
学
校
ほ
か
公
共
ス
ペ
ー
ス
の

壁
画
な
ど
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
や
各
種

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
多
数
引
き
受
け
て
い
る
。

家
族
と
共
に
６
歳
で
シ
ド
ニ
ー
に
移
っ
て
き

て
以
来
ず
っ
と
都
心
に
住
み
続
け
て
い
る
と

い
う
か
ら
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
の
や
さ
し
く

調
和
的
な「
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
サ
イ
モ
ン
の
世

界
」
も
、
喧
騒
の
都
会
暮
ら
し
か
ら
生
み
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

家
族
か
ら
受
け
継
い
だ
ド
リ
ー
ム
タ
イ
ム

を
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
、
幻
想
的

な
作
品
を
創
造
す
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
に
対
し
、

先
祖
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
統
を
そ
っ
く

り
そ
の
ま
ま
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
が
使
命
だ
と
考
え
て
い
る
の
が
、
ダ
ン
ガ

ッ
テ
ィ
族
の
ネ
ヴ
ィ
ル
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
。

「
ス
ト
ー
リ
ー
の
な
い
絵
は
描
い
た
こ
と
が

な
い
」
い
う
彼
の
作
品
は
、
一
見
抽
象
的
に

見
え
て
も
、
具
体
的
な
場
所
や
登
場
人
物
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
彼

の
い
う「
ス
ト
ー
リ
ー
」
は
、
後
世
に
伝
えAdam Hill

James P. Simon

ネヴィル・
マッケンジー
Neville McKenzie

【上】繊細な独特のタッチで描くキャンバ
ス作品【右】キャンパス作品とは趣の異
なる壁画に黙 と々取り組む

マッケンジー一家を表した作品
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